




1.研究の主旨 

唇顎口蓋裂に起因する咬合異常の歯科矯正治療に当って,特に考慮すべき問題のひとつは,

長期間かけた矯正治療の結果が,必ずしも安定せずに常に後戻り(relapse)の可能性をもつ

ことであろう。この relapse 現象は,1)歯・歯根膜・歯槽骨組織の矯正治療に対する反応に

関するものと,2)顎骨の成長の特性によるもの,3)形成手術による口蓋の瘢痕形成,4)舌・頬

粘膜・筋等の圧力および筋活動などの軟組織の機能障害,に大別することができる。 

1)の歯の矯正治療後にみられる relapse は,唇顎口蓋裂の症例に限らず健常者の矯正治療

後にもみられることであり,また現在ある程度の解明がなされている。 

2)顎骨の成長に関連があると思われる後者については,多くの研究が進められつつあるも

のの,十分な解明には至っていない。 

3)口蓋の瘢痕については,本来形成手術との関連において研究されるべきものではあるが,

臨床的には,瘢痕形成のもたらす顎の狭窄が矯正治療の予後にどのように具体的に関与す

るかを検討することが先決と考えられる。 

4)口蓋裂児の舌圧等の筋電図学的研究は必ずしも,十分に解明されてはいない。 


